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IC



■
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路

は
引
き
続
き
、
被
災
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
民
間
の
技
術
力
を

活
か
し
た
事
業
促
進
P
PP

参
1 を

活
用
し
、
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

■
常
磐
自

動
車
道
の
一
部
4車

線
化
や
追
加
I
Cの

整
備
に
よ
り
、
復
興
の
加
速
化
を
支
援
し
ま
す
。

・
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
全
体
55
0k
mの

う
ち
、
50
3k
m･
約
9割

で
開
通
ま
た
は
開
通
見
通
し
が
確
定

＜
背
景
／
デ
ー
タ

＞

＜
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
＞

開
通
済

事
業
中

調
査
中

参
1：

P
PP
：
P
u
bl
i
c 
P
ri
v
at
e 
P
a
rt
n
er
s
hi
p（

官
民
連

携
、
公

民
協
働

の
意
）

○
復

興
道
路
・

復
興
支
援

道
路
は
、

被
災
地

復
興
の
リ

ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

、
復
興
ま

ち
づ

く
り

を
支

援
す
る
た
め

、
早
期
整
備

を
推

進

（
復

興
ま
ち
づ
く
り
の

事
例
）

・
「

道
の
駅

た
ろ
う

」
を
核
と
し
た
観
光

振
興
(宮

古
市
)

・
水

産
業
復
興
の
た
め
IC
近
傍

に
水
産
加

工
団

地
を
造
成
(気

仙
沼

市
)

・
産

業
創
出

の
た
め

相
馬
港
近
傍

に
LN

G基
地

等
を
整
備

(新
地
町
)

○
常

磐
自
動
車
道
の
い
わ
き

中
央
～

広
野
、

山
元
～
岩

沼
の

４
車

線
化
に
つ
い
て
、
復
興

・
創

生
期
間
内
で

の
完
成
を

目
指

す

○
平

成
27
年
6月

に
事
業
化

し
た
常

磐
自
動
車

道
の

追
加
IC

に
つ

い
て
、
復
興
の
加
速
化

の
た

め
、
関
係

機
関
と
協

力
し

て
事
業
を
推
進

1 
被
災
地
の
復
旧
･復

興

(1
) 
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

創
生

4 車
線
開
通
済

2 車
線
開
通
済

一
般
国
道

事
業
中

＜
常
磐
自
動
車
道
＞

福
島
県

宮
城
県

付 加 車 線 を 計 1
3 ･ 5 に 設 置

４
車
線
化

2
7k
m

暫 定 ２ 車 線 区 間

い わ き 中 央 ～ 岩 沼 延 長
双
葉

IC

大
熊
IC

1
28 k
m

４
車
線
化

1
4k
m

い
わ

き
中

央
IC

広
野

IC

山
元

IC

岩
沼

IC

k
m

Ⅲ
主
要
施
策
の
概
要
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20
21

22
23
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路
盤

基
層

遮
熱
材

表
層

太
陽
光

赤
外
線
を
反
射

基
層

表
層

路
盤

保
水
材

〇
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
18
の
設

定
・
運
用

等
に

つ
い

て
、
大
会
組
織
委
員
会
等

と
調
整
し
、

大
会
関

係
者
等
の

円
滑

な
輸
送

の
実
現

に
向
け
た

取
組
を
推

進

〇
ア

ク
セ
シ
ブ
ル
ル
ー
ト

参
19
を
含

む
競

技
会

場
周

辺
の

道
路
に
つ

い
て

連
続

的
・
面
的
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ

ン
化

を
推

進

○
有

識
者
委
員
会
の
提
言

を
踏
ま
え
、
緑
化
や

環
境
舗

装
の
実
施
、

関
係

機
関
等
に
よ
る
ド
ラ
イ
ミ
ス

ト
の
設
置
へ

の
柔
軟
な

対
応

等
､道

路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
に
向

け
た
取

組
を
推
進

〇
美

し
い
都
市
景
観
の

創
出
等
の
観
点
か
ら
、

無
電
柱

化
や
舗
装

等
の

道
路
施
設

の
美
装
化

を
推
進

〇
高

速
道
路

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

や
競
技

会
場
周

辺
等
に
お

け
る
道
路

標
識

改
善
の
取
組
を
推
進

■
大
会
関

係
者
等
の
円
滑
な
輸

送
を
行
う
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

■
大
会
の
開
催
を
契
機
と
し
て

、
連
続
的
・
面
的
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
や
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
の
暑
熱
対
策

と
し
て
道
路
空
間
の
温
度
上

昇
抑
制
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
一
般
交
通
と
大
会
開
催
に
伴
う
交
通
と
の
整
合
を
図
り
、
大
会
時
に
お
け
る

人
員
・
物
流
輸
送

が
円
滑
・
安
全
・
快

適
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要

・
大
会
期
間
中
の
観
客
ス
タ
ッ
フ
数
は
約
1,
00
0万

人
(立

候
補
フ
ァ
イ
ル
(平

成
25
年
1月

)よ
り

)

＜
背
景
／
デ
ー
タ

＞

(1
0)
 2
02
0年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
を
見
据
え
た
取
組

参
1
8：

大
会
期
間

を
通

じ
て
設

定
さ

れ
る

「
大

会
ル
ー
ト

」
、
事

故
発
生

時
等

に
利
用
す

る
「

代
替

ル
ー

ト
」

、
練

習
会

場
を

結
ぶ
「

練
習
会

場
ル
ー

ト
」
か

ら
構
成

※

参
1
9：

ア
ク
セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

た
競

技
会

場
ま
で

の
動
線

※

※
今
後

、
大
会
組

織
委
員

会
で
決

定
さ
れ

る
予
定

4
地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

＜
道
路
緑
化
の
事
例
＞

［
道
路
緑
化
］

［
環
境
舗
装
］ ＜
遮
熱
性
舗
装
＞

＜
保
水
性
舗
装
＞

太
陽
光

気 化 熱

蒸
発

蒸
発

雨

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

・
骨
材

基
層

表
層

路
盤

・
安
定

し
た
効
果

が
持

続
的
に
発

現
す

る
遮

熱
性

舗
装
を

積
極

的
に

採
用

(
｢
ア
ス
リ

ー
ト
・

観
客
に

や
さ

し
い
道
づ

く
り

に
向

け
た

提
言
｣
(
平

成
28

年
1
0月

)抜
粋

)
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観
光

地
に
隣
接
す
る
交
差
点
名
標
識
に
観
光
地
名
称
を
表
示

す
る

取
組
を
推
進

［
交
差
点
名
標
識
へ
の
観
光
地
名
表
示
］

(1
1)
 観

光
振
興
の
推
進

②

4
地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

＜
路
線
シ
ン
ボ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
案
＞

（
１

桁
番
号
）

（
環
状
道
路
）

＜
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
案
＞

（
２
桁
番
号
）

（
改

善
前
）

（
改

善
後
） ＜

国
道
36
号

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
の
事
例
＞

［
主
要
な
観
光
地
等
に
お
け
る
英
語
表
記
改
善
］

［
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
］

（
改

善
前
）

（
改

善
後
）

観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

表
記

を
一
致

道
路
案
内
標
識

各
機
関
の
案
内
と
連
携
し
、
「
ロ
ー
マ
字
」
表
記
か
ら
外
国
人

に
わ
か
り
や
す
い
「
英
語
」
表
記
へ
の
改
善
を
推
進

整
備
の
進
む
我
が
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て

、
路
線
名
に
併
せ
、

そ
の
地
固
有
の
言
語
に
依
存
し
な
い
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

」
を
導
入
し
、
訪
日
外
国

人
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い

道
案
内
を
実
現

（
20
20
年
ま
で
に
標
識
整
備
を
概
成
）
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埼
玉
県
に
お
け
る
圏
央
道
を
活
か
し
た
産
業
基
盤
づ
く
り

○
県
内
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
、
税
収
の
確
保
を
目
的
に
、
埼
玉
県
は
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

⇒
圏
央
道
沿
線
地
域
に
お
い
て
企
業
立
地
や
投
資
が
進
み
、
雇
用
者
数
が
増
加
す
る
と
共
に
、
税
収
も
増
加

県
北
地
域

さ
い
た
ま 南
部

南
西
部

西
部

川
越
比
企

秩
父

北
部

利
根

東
部

県
央

1
6
4

1
9
5

圏
央
道
地
域

県
南
地
域

4
7
9

県
北
地
域

さ
い
た
ま 南
部

南
西
部

西
部

川
越
比
企

秩
父

北
部

利
根

東
部

県
央

圏
央
道
地
域

県
南
地
域

5
,2
8
8

1
8
,0
0
5

4
,5
1
9

企
業
立
地

新
規
投
資

新
規
雇
用

※
2
法
人
・
個
人
県
民
税
、
法
人
・
個
人
事
業
税
、
地
方
消
費
税
等
（
予
算
額
）

（
億
円
）

○
過
去
1
1
年
間
で
県
全
体
で
8
3
8
社
が
新
規
立
地

○
そ
の
内
、
約
6
割
が
圏
央
道
周
辺
地
域

税
収

○
過
去
1
1
年
間
で
県
全
体
で
約
1
.3
兆
円
の
新
規
立
地
に
よ
る
投
資

○
そ
の
内
、
約
5
割
が
圏
央
道
周
辺
地
域

○
過
去
1
1
年
間
で
県
全
体
で
2
7
,8
1
2
人
の
新
規
立
地
に
よ
る
雇
用

○
そ
の
内
、
約
6
割
が
圏
央
道
周
辺
地
域

○
新
規
立
地
企
業
の
H
2
6
年
度
の
県
税
・
市
町
村
税
収
は
約
1
7
0
億
円
※
1

＜
参
考
：
県
民
税
・事
業
税
等
※
2
の
推
移
＞

※
過
去
1
1
年
間
：
H
1
7
.1
～
H
2
7
.1
2

※
過
去
1
1
年
間
：
H
1
7
.1
～
H
2
7
.1
2

※
新
規
雇
用
者
数
は
企
業
の
計
画
ベ
ー
ス

※
過
去
1
1
年
間
：
H
1
7
.1
～
H
2
7
.1
2

※
新
規
投
資
額
は
企
業
の
計
画
ベ
ー
ス

※
1
：
県
税
は
法
人
県
民
税
、
法
人
事
業
税
。
市
町
村
税
は
法
人
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
（
判
明
分
の
み
）
。
操
業
済
み
の
新
規
立
地
企
業
の
税
収
。

出
典
：
埼
玉
県
資
料
を
基
に
作
成
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※２



※１

注3. IC、JCT名称には仮称を含む

　　ものを示したものであり、個別の路線に関する必要性の有無や優先順位を示したものではない
注4. 本路線図の「その他主な路線」は、地域における主な道路構想（事業中、開通区間を含む）のうち広域的な

注1. ※1については、平成29年夏前迄に開通予定
注2. ※2については、平成29年夏開通予定
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（公益社団法人 日本道路協会謄写）


